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助成事業完了報告書
日本財団　会長 殿
報告日付：　２０１４　年４月１０日
事業ID：2012061062
事業名：アジアにおける中等教育
レベルのろう学生の交流
団体名：学校法人　明晴学園
代表者名：斉藤　道雄
TEL：０３－６３８０－６７７５
FAX：０３－６３８０－６７５１
事業完了日：　２０１４年３月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　2,351,830円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　  751,830円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額     1,600,000円（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 事前準備
　　4月―7月　フィリピンにおける交流受入れ校との日程調整。視察先の選定。

　　7月末―8月第2週　　参加者公募
　　8月6-8日　教員2名フィリピン下見

　　8月26日―30日　　ASL集中講座
　　9月10日　フィリピン事情およびフィリピン手話に関する講義（森壮也アジア経済研究所主任研究員）
　　9月　　日本紹介プレゼンテーション準備、日本文化紹介ワークショップ準備（折り紙、座禅、空手）

　

2．フィリピン交流

　　　時期：10月5日―8日

　　参加者：明晴学園中学部　9人、公募による参加者3人、教員7人　計19人

　　内容: 10月5日（土）日本発マニラへ

　　　　　10月6日（日）デ・ラ・サール大学ろう学生との交流ランチ、マニラ史跡見学

　　　　　10月7日（月）バイブルろう学校見学、ろう学生のいる夜間高校見学

　　　　　10月8日（火）デ・ラ・サール大学セント・ベニルデ校見学、マニラ発帰国　
3．事後の活動
　　　（１）フィリピン独立運動の功労者として著名なホセ・リサールに関する劇をバイブルろう学校およびデ・ラ・サール大学で見て大変感銘を受けたため、明晴学園の文化祭（千神祭）でホセ・リサールの劇を上演することになった。またフィリピン研修に関する展示を行った。
（２）その際、フィリピンで11月に起きた台風被害に対する募金を行い、44,520円を日本赤十字を通じて寄付した。
（３）報告書の作成：2014年3月31日発行。作成部数：100部。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：　　　　　　　　
1． 事前準備
デ・ラ・サール大学が運営していて、ろう者が働いているホテルに宿泊予定であったが、長期の改修工事に入っていまい、宿泊が叶わなかった。しかし、下見の教員（ろう者1名、聴者1名）を派遣したことで、大学の近隣で大部屋があり、かつ受付等でも簡単な手話が通じるホテルを確保することができた。また、大学の学長、ろう者学部の学部長等に会うことができた。
2． フィリピン交流
デ・ラ・サール大学のろう学生と学内外で交流できる時間がたっぷりとってあり、当方の1人1人の参加者にマンツーマンでデ・ラ・サール大学の学生がついてくれたのが大変よかった。

デ・ラ・サール大学の関係者には現地でのプログラム作成の他にも交通手段のコーディネーション等において大変お世話になったが、業務の一環であるとして謝礼は不要であるとのことであった。
今次交流プログラムには肢体不自由のろう学生も参加していたが、移動に際し、基本的にマンパワーに頼った援助をいたるところでしてもらえたことが大変ありがたかった。

　　今回の交流の結果、高校卒業後の進路としてフィリピンの大学を考える学生が出た。
　　

フィリピンの関係者からは今後、フィリピンのろう学生を日本に派遣する形でのフォローアップ交流もよいが、その前に教員が日本で研修を受ける機会があると効果的ではないかという指摘があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　明晴学園文化祭（千神祭）でのホセ・リサールの劇の上演、および展示
　　フィリピンの台風被害に対する募金

　　報告書　100部

　　

